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「いろいろな気体とその性質」 

・酸素、二酸化炭素以外でわたしたちの生活に深くかかわっている気体にはどのようなも
のがあるかという課題のもと学習を進める 

・身近なところでいろいろな気体が利用されていることや、身のまわりのものを使って気体
を発生することができるということを紹介 

・火災を未然に防ぐガス報知器を設置する際も、気体の密度によって上部と下部のどちら
に設置すればよいのか考えて説明する 
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前の単元で学習した「密度」の知識をもとに、メタンとプロパンの密度の違いから、ガス警報器をどこ

に設置すると安全か、考察し、意見を出し合う。 

硫化水素について温泉
地や観光でにおいをか
いだことのある生徒が
多くいる。 

身近にあるものでも危険
な気体が発生する話か
ら、学習が生活と結びつ
くようにする。 


